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about You1.自己紹介

モデル無き社会打破事務局群

自己実現研究家。72’年生、川崎市在住。早稲田大学政治
経済学部政治学科卒業。転職多数。
26歳債務整理を経験。30歳ギャンブル依存症（GAリスト

20項目のうち19項目該当）を自覚。2017年about Youを
創設。マズローの欲求段階説の中心概念である自己実現を
「価値の解放」と定義し直した新論を編集し展開。
依存の螺旋・自尊心を削るプロセスの体感から、人格の
可視化・設計の可能性を探求する。



about You2.about You企画紹介

モデル無き社会打破事務局群

1.3areaー個人・事業・社会に同時に着手
2.自己実現コミュニティ発展事業
3.自己実現の射程距離を延ばす
4.自己実現市場開発からの創利を提唱
5.Dreams Networking Service設計



about You3.自己実現新論 サマリ

モデル無き社会打破事務局群

地図としての「マズロー理論」を、
道を拓く実践ツールとして「編集」する試み。

・個人の内面的な充足から、社会接続の設計原理へ昇華。
・個人の志を中核にし、ひとり一人を囲む現状の打破を
正当化する強力な動機を与える。

・マネジメント・教育・ケアの現場において、個人と制度
の建設的な対話を成立させる実践フレームとなりえる。



about You4.事務局群起案紹介

モデル無き社会打破事務局群

自己実現＝価値の解放を掲げた自己実現新論の起草
↓
「社会+未来に届くプロセス」の設計に挑む
個人・事業・社会を取り巻くCrisisの攻略へ

4-1.理由 my reason

your reason?



about You4.事務局群起案紹介

モデル無き社会打破事務局群

社会にある意思決定や資源の分配における采配に
よって生じているひずみやジレンマに対して、
一人ひとりが抱く歯がゆさから発する他者が共感す
るテーマの変革・克服・解消を狙う仕組みづくり

4-2.目的と狙い



about You4.事務局群起案紹介

モデル無き社会打破事務局群

Solution 解決策
Alternative Proposal 代替案
Relief Plan 救済案

4-3.SAR→着手からプロセスへ

ひずみやジレンマに打ち込むSARを集め、アレンジ
しコーディネートする。



about You4.事務局群起案紹介

モデル無き社会打破事務局群

4-4.連帯図

not

座長型連帯
1.共催
2.持込
3.持掛け
4.呼び掛け
5.デリバリ



about You4.事務局群起案紹介

モデル無き社会打破事務局群

4-5.コミットメント
理由+目的+SAR+連帯  要綱案へのサイン

傍観者  当事者/共同創業者/推進者/勇断者へ

1.定義 2.目的 3.活動 4.運営 5.参加・参画
6.権利・義務 7.会費・収入・費用 8.情報 9.交流 10.運用



すでに用意していたものがあります

＜要綱案＞

1．定義
2．目的
3．活動
4．運営
5．参加・参画

6．権利・義務
7．会費・収入・費用
8．情報
9．交流
10.運用



前半だけ紹介します

「法人」を主に想定した書き振り

文面にすると落ち着く

後半は、おおまかな運営方針にて割愛



要綱案 第１項（定義）

 日本国内にある個人が受動的に享受せざるを得ない、
またはそれに起因する犠牲を強いられている社会課
題・組織課題について、会員からの提案や働きかけ、
会員同士のコミュニケーションを可能にする受け皿
として配置する事務局、または事務局群を指す。

 日本国内における事業展開が充分に行われ、かつ展
開準備が整った後、国外または国際間の社会課題に
ついてもその設立を検討する。



要綱案 第２項（目的）

 「モデル無き社会打破事務局」（以降、本件事務局）の設
置目的は、主宰者が掲げる以下のサービスビジョンを実現
化するにあたり、必要な機能を創出するためとする。
【about You サービスビジョン】（2019年5月/第1版）
・あなたの夢・志は、実現したい「あなたらしさ」です。
・「あなたらしさ」は出会いによって磨かれます。
・about Youは、あなたについて聴きます。

 同時に、社会にある意思決定や資源の分配における采配に
よって生じているひずみやジレンマに対して、一人ひとり
が発する他者が共感するテーマの変革・克服・解消に挑戦
できる仕組みを整えることとする。



要綱案 第３項（活動）

(1)現在の会員非会員を問わない、
機会（オポチュニティ）の提供と展開

(2)各プロジェクト事務局が抱える課題への
リソースの提供機会の創出

(3)領域や業界を横断する課題への情報発信や
新たな企画の創出

 本件事務局の活動内容は、主宰者が用意する各種メニュー
への積極的な参画を可能な範囲で行うものとする。
主に下記の活動について、主宰者と連携して推進したい。



他項目の箇条書き(1)

⚫第4項の1（運営）分科会の設立
⚫第4項の2（運営）分科会担当事務局の設立登録
⚫第4項の3（運営）分科会事務局内の事務局長の就任
⚫第4項の4（運営）分科会事務局内会員の本件事務局への登録
⚫第4項の5（運営）分科会事務局長の変更、または交代
⚫第4項の6（運営）分科会事務局の解散
⚫第5項の1（参加・参画）各種メニューの参加または創出
⚫第5項の2（参加・参画）分科会事務局の立場、業界内の位置付け
⚫第5項の3（参加・参画）分科会事務局同士の連携
⚫第6項の1（権利・義務）活動によって獲得した権利の取扱い
⚫第6項の2（権利・義務）活動によって付与される義務の取扱い
⚫第7項の1（会費・収入・費用）会費
⚫第7項の2 （会費・収入・費用）会費の使用用途



他項目の箇条書き(2)

⚫第8項の1（情報）個人情報、または各種情報の取扱い
⚫第8項の2（情報）主宰者が取扱う個人情報
⚫第8項の3（情報）本件事務局が取扱う個人情報
⚫第9項の1（交流）本件事務局内会員同士の交流と主宰者との関り
⚫第9項の2（交流）会員間で生じた紛争
⚫第10項の1（運用）運用方法の変更についての連絡
⚫第10項の2（運用）会員からの運用面における相談・助言

組織の意思決定に必要だと思われる
項目を揃えているという程度



about You集った方へ

モデル無き社会打破事務局群

「現状」の打破・攻略ー他に道があれ
ば良いですが、代わりはありますか？

自らを適合するのではなく、シナリオに変化を付けることで、
嘆きから解放への一歩を示せるか、共に試してみましょう。

「他のアイデアを待つ」この待望の態度から、「あなた自身が
アイデアとなる」この創造の道を起案したのでお誘いします。
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